
  

 

 

 

長田中だより  
令和8年９月１日 

第８号 

校 長 藤田 明子 

どこに架けた？  

どうやって架けた？ 君の橋 

 ２学期は、「自分探しの旅 第二章」の始

まりです。第一章で、「橋を架けた人」「架け

てはいないがここに橋をかけてみようか」と

考えを巡らしている人。どう生きていくかは

人それぞれです。 

 私はいくつかの橋を架けてみました。「新

しい生徒・先生方への橋」、「長田地区への

橋」、「働く地域の大人との橋」。それぞれが

初めてのことで不安や迷いがありましたが、

勇気を出して一歩踏み出してみてよかったで

す。理由は・・・ 

〇素直で優しく、出会った人にさわやかな挨

拶ができる長田の子どもたちに出会えたから 

〇長田の大人って、誰に出会っても優しい。

子どもたちのことをとても大切に考えてくれ

ている。伝統を大切にしていて美しい心の持

ち主の皆様と出会えたから。 

〇新しい人との出会いって楽しい。「市役所

食堂」「ゆたか荘」「長崎日大高校食堂」「道

の駅２５１」ワールドカフェで出会う働く大

人。橋を架けることで知り合いが増え、自分

の価値観に変化があり、なんでも挑戦してみ

ようと思えました。 

 どれも、長田中学校に赴任することができ

たからこそ、橋を架けることができました。 

 橋の本数を競うのではなく、「どのような
ことに」「どうやって」橋を架けるかが大切
です。勇気を出して一歩踏み出してみましょ
う。そこには、自分が知らなかった新しい世

界が待っています。長田中学校は、みなさん

の「橋」を全力で応援します。 

 自分探しの旅 第二章スタートです。 

 

 

夏休みの活躍 
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上３枚、左１枚 

御手水の観音祭り
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